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大きいものは複素モー ドPであるが,IIYがある値 11Y｡をこえると,最大なものは複素モー ドP,
2番目のものが実数モー ドαとなる｡つまりrYを増加させると,最大成長率をもつモー トは,
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図 1 中立安定曲線 と線型成長率
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微粒子のダイナミクス
日電基礎研 沢 田 信 一
最近,電子顕微鏡で,遷移金属の微粒子 (原子数数百)の動的挙動が観察された1.)その結果,
微粒子においては, "準固体相"と呼ぶべき相の存在が発見された｡この相では,微粒子は,
様々な形 (八面体,正二十面体,双晶など)をとり,それらの間を1/10秒のオーダーで 転
移 している｡ここでは,この現象を次のように解釈する｡ポテンシャル面には,多くの極小点
があるが,それらの点が微粒子の異なる形に対応し,ある一つの極小点のまわ りに,しばらく
振動 した後,別の極小点に移行 し,そのまわりにしばらく振動するということをくり返してい
る｡
以上のことが,原子 6個及び7個のクラスターで起こることを,分子動力学によるシミュレ
ーションで示 した≡)極小点間の転移は,まったくランダムに起こり,この運動は,多次元/､ミ
ル トン系のカオスである｡以下に,原子 6個の場合の結果を報告する｡
モデルポテンシャルとして,遷移金属を対象としていることを考慮し引力部分に多体効果を
含む,次のポテンシャルを用いる｡ (ただし,結果の定性的なふるまいさも 他のポテンシャル
を用いても変わらないであろう｡)
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